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紀 　 要 1

キ リ ス ト教神学 と新儒家

謝 扶　雅

　私 は 十 数 年前 、

「
私 の 感謝 の 神学」 二 文を連続 書い た こ とが あ っ た

 
。 こ の

二 文 は 1980年 香 港 の 道勝
 

出 版 社 が 発 行 した 『生 之 回 味 』 （生 の 意 味） の 中 に

収 録 した 。 香港 の 中大崇基学 院 に ある ひ と りの 神学大学院生が こ の 文章 につ い

て
， 私 の キ リ ス ト教 思 想 を ス イ ス の カ ー

ル ・バ ル トの よ うな本 体神学 よ りも英

米 的 色 彩 の 経験 神学 に 属す と評 論 した
 

。 確 か に そ の 通 りで あ る 。 大 体私 は い

つ も宗教 心 理学 観 点 か ら自分 の 宗教 経 験 を述 べ る ， ご く稀 れ な こ と しか 字宙 本

体観 か ら自分 の キ リ ス ト教 思 想 を書 か な い
。 本文 で は ， 中国新 儒家 の 宇 宙哲 学

一 一 特 に 宋代 初 期 の 程 顯 （明 道 ） の 動 静
一

如説
一

とキ リ ス ト教神 学 に つ い

て 対比 した い と思 っ て お ります し
， も しか した ら私 は 今 空 想 的 に 著作 した

“
動

静 神学
”

で 感恩 神学 の 不足 を補 うと い うつ も りに 成 り得 る だ ろ う。 日前 ， 大 陸

の 中 国 教 会 で は
“

三 自愛 国
IT

の 方 針 を堅 く守 り， 西 洋 の 神学 体 系 を追求 す る よ

り
“
自伝

”
で 励 む 。 本 文は 中国 の 本 位繰 りの 促成 に 参考作用 に な れ ば， 同労の

皆 様 か らの こ 指 教 ， ご 訂 正 が あ る よ うに と心 か ら 祈 っ て い る 。

　新儒家 と は
， 原 始 的儒家 と東西 両 漢経 学か ら新発 展 した もの を指 して い る

 
。

原 始 儒 家 の 前 身 は 堯 ， 舜 時 代 で
， 更 に 逆 朔 す る と ， 伏 義 ， 神 農 ， 酋 族 部 落社 会

か ら農 耕社 会 に演 進 した 。 農耕労働 人 口 の 需 要 で
， 夫婦 の 調和 的 な対偶哲学が

す で に 始 端 を現 わ れ た v 堯 舜時 代 の
“
五 倫

”
政 教 （孟 子 ， 父 子 親 あ り， 君 臣義

あ り， 夫婦 別 あ り ， 長 幼 序 あ り ， 朋 友信 あ り） の 基 本型 は
， 実 に 男女 ， 或 い は

夫 婦 の
一

倫 とい うべ きだ 。 こ の よ うな
“

対 に な る
”

文 化 は
， 丁 度 當代 英 国 の 大

歴 史学者 トイ ン ビ ーが 指 して い る ：中国文化 は， 陰陽 哲学 で ある 。 陰 陽 は 文 干

207

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

著 の く周 易》
一 経 の 中 に 乾坤 とい う。 乾坤 は 男 女 （失 婦 ，

父 母） の 代 名詞 に

しか 指 して い な い
。 しか し，

こ の 両字 の 主 旨は
“

生
”

に ある 。 周易系辭伝の 作

者 に よ る と， 易 の 宇 宙 観 は
“

生 生
”

不 止 で あ る 。
こ れ が キ リ ス ト教 神 学 に 非 常

に 合 っ て い る 。 新約聖書 で は よ くこ うい うふ うに言 っ て い る ：
“

神 は永 遠 の 神

だ
”

。 哲学 上 の 術 語 で 言 うと
“

大宇 宙生 命
”

と な る 。

　東 周 及 び戦 国 時代 の 主 要 な儒家
一一一

孔 子 と孟 子両 聖 人 は 中 華民 族 の た め に

“

仁義道徳
”

の 教 えを提 出 した 。 孔子 は 上代 の
“

五倫
”

関係の 政 教方略 を総 括

的 に ま とめ ， そ して
，

“

人 と我
”
関係 の

“

仁
”

学説に創立 した。 彼自身， 自ら
“

仁
”

に つ い て
“

夫 れ仁 者 は ， 己れ 立 た ん と欲 して 人 を立 て
， 己 れ 達 せ ん と欲 して 人

を達 す
”

（論語 ， 雍也 篇） と定義 した 。 後 に な っ て 東漢時代の ひ と りの 古 今 の

書 物の 綜合家鄭玄 （康 成） は
“

仁
”

に つ い て
“

仁 ，
は 人 と会 っ て ペ ア と な り，

人 に従 っ て 二 番 目 と なる
”

と 限定 した 。 孟 子 は
“
義

”

で
“

仁
”

の 不 足 を補 っ て

“
仁義

”
とい う対 に な る 原 理 を確 立 した 。

“

仁
”

とは
，

人 を愛 す る こ と も し く

は ゆ る しの 原 理 ，

“

義
”

は 自ら重 ん じ自ら尊ぶ こ とで ある 。

　西 漢 時 代 の 大 儒家 董 仲 舒 は
， 孟 子 の 仁 義 人 生 理 想 を

“
天 人 合 一 ”

論 に拡 張

した 。 彼 が 人 生 は 元 来 天 の 神 様 と よ く似 て お る と思 っ た 。
こ れ が キ リ ス ト教

で の 世 間 の 人 々 は 皆 神 の 子 で あ る の こ と と よ く似 て い る 。 イ エ ス が 人 に お 祈

りの 教 え を始 め か ら
“

我 ら天 の 父
”

と教 え た 。 そ して ， 彼 自身は 神様 の ひ と

り子 で あ り， 故 に
， 使徒 ヨ ハ ネ福 音書 の 中 に

“

父 と我 は 元 よ り，

一
体 な り

”

と何遍 も言 われ た 。

“

我 は 父 の 中 に
， 父 は 我 の 中 に

”

と言 わ れ た  
。 董 仲 舒 は

た だ 天 人 合
一

と主 張 した だ け で
，

“

人 は 天 の 中 に あ り
，

天 は 人 の 中 に あ る
”

と

は 言 わ なか っ た 。 しか し ， 西 漢 時代 の 初 期 に 出 きた く 中庸》
一

篇 （小 載 礼 記

中 に 初 編 入 した ）の 中 に 始 め か ら
“
性 は 天 の 命 を い う

”
と言 い ， 即 ち， 人 の 本

性 は 天 か ら施 され た と意味 して い る 。 故 に 人性 を言 うた び に 天 性 を指 して い る 。

人倫 は 天倫 と もあ り， 人道 は 天道 と もある 。 こ の よ うな天 人合
一

， しか もお 互

い に 源 （元 ） とな る こ と は
，

近代 ， 宋代 ， 明代 五 百年 聞の 新 儒 家 に か な りの 影

痢を与えた 。

　新儒家 は北宋時代初期 の 周敦頤 （濂i渓）か ら始 め た 。 彼が 道教 と仏 教の 影 吶

208

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

紀 　 要 1

を受 け 周 易 の
“
太極

”
を更 に 深 み ，

“

空 無
”

の 虚 静 を付 け 加 えて
“
無極 で あ り

太 極で ある
”

説 を提 出 した 。 継 い で ， 假 大 乘 仏 学 の
“
多は

一
の 中に あ り，

一 は

多 の 中 に あ る
”

の
“ 一

と多 は 互 に影 響 す る
”

か ら
“

陰 の 中 に 陽が あ り， 陽 の 中

に 陰 が あ る
”

を描 い た 。 そ して ， こ れ で
“

乾道 は 男 に 成 り， 坤 道 は女 に成 る
”

の 対極 哲学 を補充 した 。 彼 が く 中庸 》篇 の 中 の
“

誠
”

字 を取 り挙げ て ，
こ れ を

人 生 の 理 想 と見 な した 。 新 儒 学 を
“
理学

”

と も名付 け られ て お り， 理学 の 祖 師

は 程顯 （明道）で あ る 。

“

理
”

と い う言葉は 周 礼か ら始 め た 。 孔 了 は 言 わ れ た

：
“
礼 を こ れ 用 うる に は

， 和 を貴 し と な す 。 先 王 の 道 も斯 を美 となせ り。 小 大

に 之 に 由 ら ば行 われ ざる所あれ ば な り
”

（論語 ， 学 而篇）。 こ の
“

和
”

とい う字

は 孔 子 の 孫 （子 思 ） の 頭 の 中 に 深 く刻 まれ ， 彼 の 作 品く 中庸 》 の 中 で 主 要 の 用

語 に もな っ た u そ して ， 程 明道 の
“

動静 … 如
”

説 に も強い 影吶 を 与えた 。 子思

は 言 わ れ た ，

“
喜怒 哀 楽 を発 しな い の は 中 と い う。 発 す る か ら全 部 は 節調 の 和

で あ る 。 中 は 天 下 の 基 本 で あ り、和 は 天 下 に 達 す る 道 で あ る
”

。 子 思 は宇 宙 の

本体 が 虚静 と見
，

しか もそ の 演 化 の 過程 は 変 動 的 で あ る と 思 っ た 。 しか し ， 萬

変 の
L ‘

和
”

は実 に 不 変 の 静体 の
“
中

”
を含む 。 故 に

Lt

動 静
一

如 説
”

が 言 え る は

ず だ 。

一
方 ， 中国 仏 学 の 主 旨で あ る ，

“
理 法界

”
お よ び

“
事 法 界

”
の 二 つ の 次

元 か ら
“
道 理 が 通 ず れ ば ， 万 事 は通 ず る

”
を断言 す る こ とが で きる

 
。 理

一
事

多，多 くの 事 が一理 の 中 に宿 り，そ して ，同 時 に
…

理 も多事 （萬 事）の 中 に 宿 っ

て い る 。

　 19肚紀 中 期 の ドイ ツ の 哲学者 ヘ ー ゲ ル に お い て は ， は っ き りと
“
即 自

”

的 神

は 静態 的宇宙 の 本身で あ り，

“
対 自

”
の 神 は 宇宙 動 態 的 な神 の 作為で あ る 。 両

者 は 二 に して
一

で
， また 一 に して 二 と な る 。

　新儒家の 人 の 重要 な人物 は 明代中期 の 王守仁 （陽 明）で あ る 。 彼 が 程 明道 の

動 静 一一如 説 を知 行 合
一
説 に 衍 化 した 一 即 ち ， 行 は 知 の 始 め で

， 知 は 行 の 成

就で あ る 。 王陽明 的学問方法 は も っ と も
“

大 学
”

の 中の
“

事物 の 道理 をきわ め

て
， 自 己 の 知識 を高 め る

”

に依 存 して い た 。 最 初 ， 彼 は 自家 門 前 の 竹 下 で 考 え

失 敗 した 後 ， 仏教 に 転 じ， そ して
， 儒 に 戻 る 。 王 陽明 の 晩年は 貴陽 に お り， 弟

子 達 に 天 橋 四 句偈 の 中で ：
“

無善無悪 と は心 の 形 で あ り， 有 善有 悪 とは 心 の 動
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の 動 きで あ る 。 善悪 が わ か る の は良知で あ り， 悪 を去 っ て 善 をなす の は格物 で

あ る
”

と教 え た 。 前 の 二 句 は 佛 家 の
“
虚 無

”
と

LL

実有
”

の 影 響 を受 け た と は っ

きり知る こ とが で きる 。 しか し， 空無 の 静体 は原 来萬有の 変動の 中 に宿 り， そ

して
， 萬 有 の 動 態の 中 に も空 無 の 静態 の 中に 宿 る 。 佛 家が よ く言わ れ る よ うに

“

波が起 こ る の は た だ水 が あ るか らで
， 水が 動か な い の は波 が 起 ら な い か らで

あ る
”

。 華嚴宗 の 始祖 ， 法蔵 は 武則 天 帝 の 金 輪殿 に手足 振 りして 言 わ れ た ：獅

子 の 全 身 は
， 手足 頭 尾 と毛 髪 で あ る が ， そ れ は 全 体で は な い

。 しか し
“ 一 つ の

毛で も獅子 の 全体 を感 じる こ とが で きる
”

獅 子 の 全体 は また一 つ の 毛の 中 に あ

る 。 王 陽 明 が 言 わ れ た 良知 と は仏 教 で 言 わ れ て い る阿頼 耶 識 の ほ か な らぬ
。 無

善 無悪 は 空無 の
“

静
”

体 で ， 善悪 は
“

動
”

変で あ る 。 世 の 中の 善悪 は
， 豊 か な

もの を用 い る 神で あ る 。 また
， 善悪 を知 り善 悪 を去 る こ と は イエ ス ・キ リス ト

と 弟 子 達 が 教 会 を訪 ね る 時 に
， 常 に 努 力 前 進 し ， 父 の み 旨が 天 で 行 わ れ る よ う

に
， 地 上 に行 わ れ る の こ とと よ く類似 して い て 天 国降臨 を実現 す る 。

こ れ が 王

陽 明 が 強調 して い る 良知 で あ る 。 或 い は
，

こ れ が 中国 に 受 肉 した イエ ス
・キ リ

ス トで あ ろ う と言 う。

　
“

集理 学之 大 成
”

と呼ば れて い る ， 南 宋時代の 朱熹 （晦庵） は理 気二 次元 論

を創 説 した 。 しか し ，

“

道 理 と教 え の 原 則 は 六 合 で あ る 。 集 め る 原 則 は 必 密 で

あ る
”

を言 っ て い る 。 晦庵 は 四書 五 経 を排列 し ， 注解 し， 人科 挙 の 人 の 必修 科

目 と して 取 り挙げた 。
こ の 制 度が清代の 滅亡 まで 行 わ れ て 来た 。 朱熹 ， 約 と同

時期 に 特 に 目立 っ て い る 陸 丸 淵 （象 山 ） は
“
心 は 理 で あ り， 心 の 外 に は 理 は な

い
”

と高 唱 して
，

つ い に 新 儒 家 の 中の 心 学 を開 け た 。 彼 が
“
東 海 に も聖 人 が 出

現 し， 心 も 同 じ， 理 も同 じで あ る 。 西 海 に も聖 人 が 出 現 し ， そ の 心 も同 じ ， そ

の 理 も同 じで あ る ：南 海 に も有 り… … 北 海 に も有 り… … その 理 は 同 じで あ る
”

と言 われ た こ とが あ っ た 。 當代 の 存在主 義者 の
一

員 ， ドイ ツ の ハ イデ ッ ガ ー の

く世 界哲学 家〉 とい う二 冊 の 書 物 に は ， まず ， 孔子 ， 釋 迦 ，
ソ ク ラ テ ス

， イエ

ス ・キ リス ト四人 を最 高の 人 物 と見 な して 四 人 に つ い て 評 価論説 し ， 客観的 し

か も精詳で あ っ た 。 我 々 は ， 中世紀 に 仏 教 の 大乘経典で 中国固有の 学術 文 明 を

豊か させ よ うと受け取 っ たならば
， 今日 もキ リス ト教歴代神学思潮の 精華 を採
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用 して ， 中 国 教 会 に 貢 献 し よ うと して
，

そ して ， 中 華 本 色 化 福 音 を 自伝 す る こ

とが ご く当 り前 な こ とで は ない だろ うか 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （『金 陵神学誌』 1987年 9 月 ，李 　秀雲 訳 ）

  1977． 6 ． 12． 香港 く火柱 〉第67期

  訂正 　 　 道 聲

  董芳 苑 『基督教 思 想 史導 論 』 P ． 372

  謝扶 雅 の 新 儒 家 とは 理 学 （程 朱理 学 と陸 王心学 ）， 道学 （宋 明儒 家 哲 学 思 想 ）

　 を指す 。

  参考 ヨ ハ ネに よ る福 音書10 ：30 「
わ た し と父 と は

一一
つ で あ る」 10 ：28 「わ た

　 しは 彼 らに 永 遠 の 命 を与 える 。 彼 らは 決 して 滅 び ず ，
だ れ も彼 ら を わ た しの

　 手か ら奪 うこ とは で きな い 1。

  謝 扶 雅
『
中庸 與 道理 』 P 、 115
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